
Ⅱ　児童生徒の心の健康問題への支援と対応

１　知的障害・発達障害
発達障害は、特定の診断名の障がいではなく、
自閉症やアスペルガー症候群などを含む広汎性発
達障害や注意欠陥多動性障害（ADHD）、学習障
害（LD）、その他の一連の障がいの総称です。
原因は、脳の機能上の障がいです。それが周囲
に理解されないと本人の努力不足や親の育て方の
問題との誤解を受ける場合があります。
また、幼児期・児童期には発達障害が目立たな
い場合でも、小学校高学年から始まる特定の友達
との交流により、発達障害の児童生徒が抱える対
人交流の苦手さや、興味の偏りが、周囲には特異
に見え、次第に避けられてしまうことがあります。
本人は、疎外されているという被害感情をつのら
せ孤立してひきこもったり、自己否定感をつのら
せて問題行動を起こしたりすることがあります。
もともと発達障害や軽度の知的障害であった児
童生徒は、思春期になって不適応を示す場合と不
適応になってから診断を受けて初めて発達障害・
軽度の知的障害が分かる場合があります。どちら
の場合も「障がいの特徴」を理解し、二次的な問
題の予防、軽減を図りながら対応していくことが
大切です。

自閉性障害、非定型自閉症、レット症候群、
アスペルガー症候群などが含まれています。
自閉症では急な予定変更や、新しい場面
の適応が悪く、時にはパニックになること
があります。また、知的障害を伴うことが
あります。アスペルガー症候群では、相手
の意向にかまわず、自分の興味があること
ばかり話したり、周囲の状況が分からなかっ
たりするため、「相手の気持ちが分からない
自分勝手な子」と見られがちです。言葉を
文字どおりに解釈してしまう傾向があり、
冗談などが通じないためコミュニケーショ
ンがうまくいかず、結果的に周囲とトラブ
ルになってしまうことがあります。

多動性、衝動性、不注意などの症状が特
徴です。この症状のため、周囲とトラブル
になったり、叱責を多く受けたりするので
自己評価が低くなり、集団生活や社会生活
に困難をもたらすこともあります。

全般的な知的発達に遅れがなくても、聞
く、話す、読む、書く、計算するなどの特
定の領域の学習が困難です。成績の偏りを
努力不足のためだと誤解を受けて自信をな
くしている場合があります。

軽度知的障害の中には、思春期になるま
で気づかれないこともあり、学校などで適
応できなくなって初めて分かることもあり
ます。しかし、それまでの間に、学習面で
の不全感を抱いていることもあります。

広汎性発達障害

注意欠陥多動性障害（ADHD）

学習障害（LD）

知的障害

自閉症スペクトラム障害（ASD）
自閉症、アスペルガー症候群を含む広汎性
発達障害を大きな診断の区分で『自閉症スペ
クトラム障害』と呼ぶことがあります。精神
医学では、新しい診断基準が検討され、その
呼称として、『自閉症スペクトラム障害』が採
用されました。

スペクトラム＝連続体
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